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は  じ  め  に 

 

京都府立洛北高等学校  

校 長  山 本 康 一  

 

 

 平成 30 年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）の事業における、生徒課題研究の成果と

して「研究活動報告集」を上梓いたします。熱心に取り組んだ生徒諸君の努力に対して敬意を表

するとともに、サイエンスⅡやサイエンス研究の活動に御協力・御指導いただいた京都大学の各

研究科・研究所・博物館、京都工芸繊維大学、京都府立大学、総合地球環境学研究所の先生方、

ＴＡの皆様、文部科学省、科学技術振興機構、SSH 運営指導委員会、京都府教育委員会に厚く御

礼申し上げます。 

本校のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の事業も，附属中学校の開校とともに始まり今

年で 15年目を迎えました。昨年度より第４期の指定を受け、「次世代の科学技術分野を牽引する

人材を育成する中高一貫教育プログラムの研究開発」をテーマに、課題研究をはじめとする取組

をリニューアルしました。中学３年および高校１年次のサイエンスⅠで、課題発見の視点育成や

研究計画立案、仮説設定の方法を学び、高校２年次のサイエンスⅡでは、化学・物理地学・生物・

環境・数学の中で設定した研究テーマについて課題研究を進めてきました。いずれも生徒自身の

疑問に基づいた課題研究であり、思った結果が得られなかった研究グループも「なぜそうなった

のか？」という原因をしっかりと考察し、改善策や仮説の再検証を行う様子が見受けられました。

また、研究の中間成果を大学・研究機関の先生方、大学院生の前で発表する「アドバンス・セミ

ナー」や、他校の生徒や先生方と研究交流を行う「京都サイエンスフェスタ」でも積極的に討論

を行い、自らの研究の成果を、熱意をもって主体的に発表をしていました。 

また今年度は、サイエンスⅡ、サイエンス研究（高校３年）ともに、様々な論文コンテストや

学会の高校生ポスターセッション等に挑戦し、自らの研究内容を積極的に発表しようとする生徒

が多く、SSH 生徒研究発表会「奨励賞」や筑波大学「科学の芽賞」、日本学生科学賞「読売賞」

を受賞するなど、すばらしい成果をあげてくれました。自らが見つけた課題に対し主体的に取り

組んだことが自信になって、外部へ発信したいという意欲を生み出しており、今後大学等での活

動につながっていくことを期待しています。 

研究の完成度としては様々なものがありますが、生徒の好奇心、課題を解決したいという意欲、

努力の成果を感じていただき、ご指導・ご助言をいただけますと幸いです。 
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